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雇用の原則に立ち返る �木 剛…582
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労働者派遣をめぐる法的問題 皆川 宏之…582
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技能向上の機会提供と仕事意欲

………佐野 嘉秀・�橋 康二…582
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従業者の仕事特性とワーク・ライフ・バランス

………藤本 哲史…583

労働法が ｢ワーク・ライフ・バランス｣ のためにでき

ること 大内 伸哉…583

ワーク・ライフ・バランスを実現する職場環境 出

版社A社の事例から 加藤 純子…583

WLB 支援制度・基盤制度の組み合わせが決める経営

パフォーマンス 西岡 由美…583

組織内プロフェッショナルの就業形態とキャリア意識

A 社の有期雇用契約と IC (Independent
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………酒井 之子…583
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………岩田 克彦…583
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政策論の現状と課題 亀山 俊朗…583

〈雇用区分の多様化と転換〉

内部労働市場における雇用区分の多様化と転換の合理

性 人材ポートフォリオ・システムからの考察

………平野 光俊…586

企業内労働市場の分化とその規定要因

………西村 孝史・守島 基博…586
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………玄田 有史…586
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〈外国人労働を考える〉
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り組み 中道 麻子…582

〈雇用区分の多様化と転換〉

正社員登用事例にみる雇用の多元化と転換の現状

………渡辺木綿子…586

〈外国人労働を考える〉

外国人の研修・技能実習制度見直し動向について
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テレワークは普及しているのか？

………坂本 有芳…584

スポーツ活動と昇進 大竹 文雄・佐々木 勝…587
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ないのか 原 昌登…585
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なぜ労働法は強行法なのか 米津 孝司…585

なぜ退職すれば違約金を支払わせることは禁止されて

いるのか 深谷 信夫…585
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………佐野 嘉秀…585
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て 赤林 英夫・臼井恵美子

坂田 圭・安井 健悟…584

(ディアローグ)

労働判例この 1年の争点

………島田 陽一・土田 道夫…592

(座談会)

平成 20 年版労働経済白書をめぐって 働く人の意

識と雇用管理の動向

………石水 喜夫・伊藤 実

野田 進・守島 基博…582

高年齢者雇用を考える 改正高年齢者雇用安定法施

行後の働く現場から
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歴史的アプローチ』 神林 龍…586

(書評)
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………藤本 隆宏…582
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され続ける人材の育成と活用』 田尾 雅夫…582
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容』 竹内 治彦…582

早川智津子著 『外国人労働の法政策』

………紺屋 博昭…584

森戸英幸・水町勇一郎編著 『差別禁止法の新展開

ダイヴァーシティの実現を目指して』

………川田 知子…584

萩原久美子著 『｢育児休職｣ 協約の成立 高度成長

期と家族的責任』 坂爪 洋美…584

山口一男著 『ダイバーシティ 生きる力を学ぶ物語』

………大沢真知子…585

葉山滉著 『フランスの経済エリート カードル階層

の雇用システム』 鈴木 宏昌…585

橘木俊詔著 『女女格差』 川口 章…585

中北浩爾著 『日本労働政治の国際関係史 1945-1964

社会民主主義という選択肢』

………久米 郁男…586

塚崎裕子著 『外国人専門職・技術職の雇用問題 職

業キャリアの観点から』 上林千恵子…586

メアリー・C・ブリントン著/玄田有史解説・池村千

秋訳 『失われた場を探して ロストジェネレーショ

ンの社会学』 堀 有喜衣…587

田中堅一郎著 『荒廃する職場/反逆する従業員 職

場における従業員の反社会的行動についての心理学

的研究』 鈴木 竜太…587

佐藤博樹・武石恵美子編 『人を活かす企業が伸びる

人事戦略としてのワーク・ライフ・バランス』

………藤本 哲史…587

伊藤健市・関口定一編著 『ニューディール労働政策と

従業員代表制 現代アメリカ労使関係の歴史的前

提』 長沼 秀世…588

仁田道夫・久本憲夫編 『日本的雇用システム』

………平野 光俊…588

遠藤昇三著 『｢戦後労働法学｣ の理論転換』

………三井 正信…588

西村純子著 『ポスト育児期の女性と働き方』

………奥津 眞里…589

西川真規子著 『ケアワーク 支える力をどう育むか』

………三井 さよ…589

河野英子著 『ゲストエンジニア 企業間ネットワー

ク・人材形成・組織能力の連鎖』

………内田 恭彦…590

橘木俊詔・松浦司著 『学歴格差の経済学』

………小塩 隆士…591

山本寛著 『人材定着のマネジメント 経営組織のリ

テンション研究』 竹内 規彦…592

枡田大知彦著 『ワイマール期ドイツ労働組合史 職

業別から産業別へ』 乗杉 澄夫…593

(読書ノート)

小池和男著 『日本産業社会の ｢神話｣ 経済自虐史

観をただす』 願興寺�之…589

小嶌典明著 『職場の法律は小説より奇なり』

………荻野 勝彦…590

水谷英夫著 『ジェンダーと雇用の法』

………笹沼 朋子…591

大内伸哉著 『キーワードからみた労働法』

………廣石 忠司…592

吉川徹著 ｢学歴分断社会｣ 赤林 英夫…593

濱口桂一郎著 『新しい労働社会 雇用システムの再

構築へ』 江口 匡太…593

(論文 Today)

｢企業内の賃金変動と昇進を説明する最大公約数的モ

デル構築の試み｣ 天利 浩…582

｢タレント・マネジメントは人的資源管理の新展開に

なりうるか？｣ 厨子 直之…584

｢任意規定や雇用慣行の在り方が労働契約に与える影

響 任意規定の ｢固着性｣ についての分析｣

………坂井 岳夫…585

｢仕事上の裁量は, 仕事と仕事以外との境界をあいま

いにするか？ 仕事と家庭生活との両立を阻害す

る新たな可能性｣ 高見 具広…586

｢不安定な労働・不安な労働者 過渡期における雇

用関係｣ 高久 聡司…587

｢労働時間の趨勢と変動 労働ウェッジによる理解

の試み｣ 村尾 徹士…588

｢心理的契約の代替可能性と時間の経過が従業員の態

度に与える影響｣ 服部 泰宏…589
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｢いじめ 人格保護と使用者の責任｣

………原 俊之…590

｢団体交渉と参加型経営における比較分析 アメリ

カとドイツのコールセンターから得られた証拠に基

づいて｣ 前浦 穂高…591

｢欧州における労働統合型社会的企業の現況｣

………米澤 旦…592

｢低技能移民労働者の増加がサービス財価格・労働者

の賃金・消費者の購買力に与えた影響｣

………橋本 由紀…593

(フィールド・アイ)

ドイツ法律家大会に参加して 小西 康之…582

ジュネーヴのアパート探し 奥西 好夫…584

ILO と社会的公正 奥西 好夫…585

｢告白｣ 通り 奥西 好夫…586

在中国日系企業の人材マネジメントのあり方とその課

題 白木 三秀…587

在中国日本人派遣者の現地マネジメント上の課題

………白木 三秀…588

労働契約法施行のインパクト 白木 三秀…589

ティフアナからの追想 苑 志佳…590

メキシコにおける大都市と地方都市との落差 アグ

アスカリエンテスへの旅 苑 志佳…591

メキシコ人について 苑 志佳…592

オーストラリアの有給出産育児休暇制度

………坂田 圭…593

(発表)

第 32 回 (平成 21 年度) 労働関係図書優秀賞 591

第 10 回 (平成 21 年度) 労働関係論文優秀賞 591
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